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あ
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と
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示
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て
ゐ
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さ
ぅ
し
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そ
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業
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あ
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。
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®
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多
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支
出
し
な
け
れ
ば
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な
い
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も
注
意
を
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す
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の
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會
的
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な
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迆
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を
置
き
、
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な
し
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立
つ
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敎
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會
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革
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あ
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ト
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で
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又
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す
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叶
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政
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的
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捨
て
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働
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V
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s
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た
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あ
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激
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營
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ら
れ
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濟
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よ
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よ
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あ
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知
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。
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狀
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双
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；
 

は
な
い
。
考
ふ
べ
き
日
で
は
な
い
。
時

a
餘

b
に
急
だ
。
 

か
く
て
彼
等
は
民
衆
の
中
へ
す
、
秽
へ

€
出

た

’の

で

あ 

る

。-|
吾

等

の

爲

め

に

断

つ

：

.て
吳
れ
。
光
輝
あ
る
光
は
今 

や
東
方
ょ
り
來
ら
ん

^
す」

ど
、
キ
ン
グ
ス
レ
ー
は
夫
人 

::
に
感
激
に
充
ち
れ
る
手
紙
を
書
き
送
っ
た
の
で
あ
る
。

第
十
號 

一

一
3

第

十

六

猞

2
四
八
七
；

J

雜
錄
某
督
教
社
會
主
義
苕
^
し
て
の
キ
ジ
グ
ス
レ
ー



: 

'摩

產

：

八
八

)

.雜

;
錄

暴

教

.
社

富

畫
.
1
ズ

廣

メ

グ 

•9
i
x
p ,Kingsky_: 

op„ 

c
fp. 

6
2
).

か
く
て
キ
ン
グ

ス

レー

は
同
志
に
代
り
て
、

尚

ら

筆 

を
f

英
國
勞
働
者
に
與
ふ
る
宣
言
番
を

#
き
、char-

蒼

，
.雖
動
崩
壊
の
嘲

如
ち
四
月
十j

日
を
期
し
て 

:ロ
ン

ド

ン

,T
r
r中
至
る

.所
の
a
-
M
u
:
^

の
賢
言
：键
を
貼 

b
つ
け
た
の
で
あ
つ

^

。
charter 

決
し
て
勞
働
者
の 

眞
の
友

.で
は

3：
い
。
每
智
备
能
の

«'
及
び
ィ

.
5:と
そ 

«
等

0
ょ
含
指
導
者
で
あ
り
、
且
つ
父
：杳

等w
i
n
g
:

 

謂

i

C

そ
ょ
き

故
方
で

_あ
る
而
し
て「
'*
業
、科
學
、 

;
fFI
Iq

光
榮
あ
る

1:
|
は
、今
や
來
方
ょ
り
來
ら
ん

€
す
。
 

•，
^
れ
ぞ
灌
な
タ
眞
の
自
啤
宗
敎
な
き
眞
の
科
學
、
神 

%
恐
紅
中
同
胞
を
愛
せ
な
い
眞
：の
產
業
は
此
她
上
に
は 

あ
り
■
な
い
。
英
國
，

S
.

一
勞
働
i

君

そ

賢

く

あ

れ

-°
.
 

锘
君
は
自
由

1:
な
ら

^
ば
：な
：?)
ぬ
ク
諸
君
似
自
由
を
得

:'
' 

る
に
ふ
さ
わ
し

'̂
者
で
.あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ」

ど

。
.

(Mrs 

K
i
f

 y.: 

6
P
. 

Cit 、

:-;.pp., 62-64)

之
れ
ぞ
»
#
敎
祉
會 

注
義
者
の
最
潮
の
宣
言

*
で
あ
つ
た
？
こ
の
宣
言
書
の
：

第

尜

ニ

四

 

«

:1
:

' 0
行

1

2於

て

、

ィ

し

メ

ラ

エ

ル

の

豫

言

者

の

如

く

に
 

迸

ぐ

來

る

可

':
§

日

を

..英

B i
K

i:
#

吿

し

た

力

，1

ラ

4

ル 

-

.の

影

響

を

見

る

こ

v

が

出

來

.る

.

.

(
V
.

 

W
o
o
d
w
o
r
t
h

 

M

'CJIriss.soqiaHsmicl.Engjland. 

p. 

3)

j'

當

時

M

.
に

キ

ン

グ

.ヌ

レ

ー

は

、

自

分

：達

0

主

義

、

> £

I
:

張
を
普
及
せ
し
む
る
た
め
^ ，
定
期
列
行
物
を
發
行
せ
ん 

:

も

の

々

計

锻

し

て

ゐ

"
が

、

一

八

四

八

ギ

*:
ヵ

六
 

w

:̂
. 

k 

polrfpfor the people 
=

ど
稱
す
る
迦
刊
新 

間
を
锻
行
し
、
主
；

し
：て
モ
ー

ソ

ス
等
編
纂
人
ビ
な 

I

丄
時

*
常
に
世
の
性

*
を

引

い

た

が

、

資

淦

欠

乏

の

爲

：： 

j

め
、
其
岌
の
下
卻

{:
廢
洲
せ
ざ
る
を
得
な
い
運
命
€
な 

.Q

た

,
.キ

ン

ク

ス

レ.
1说

parss L
o
t

な
る
匿
名
の 

：
下
に
燒
ぇf

が
如
き
：H
句
を
以
て
、
幾
多
の
寄
稿
を
な 

し

た

の

-̂
あ
石
が
、Le

匁
e
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友
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v

 

H

I

ぁ
t

l

&

l

 

o
p
.

&
の
，

に

0
に
映

I

f

の
な
る
が
故
に
、
？

か
ぐ
て

1

2

八

五

；
I

f

に
，？

 

I

.

,
.

s
_
g
r
.

——

>

I

f

讓这讓

l
i 達 

1
8謹
^

^

;

技̂-ミ讓

s
tp'
n Socialist

な
る

名
稱
を
松
て
、
そ
の
代
々
に
一
八 

五Y
1
年

：.};：

月

三

日

に

彼

等

の

主

義

 
'
目
的
に
ふ
さ
わ
し 

a
,
c 

T
h
e

 

. 

Journar of 

Association 

が
發
行
せ
ら
れ
、

協
間
生
義
の
原
則
•：精
神
を
普
及
す
る
こ
^
の
み
に
そ 

の
全
力
を
盡
し
た
。
さ
れ
ど
ゥ
エ
"
ブ
夫
入
が
明
快
に 

揞
摘
.甘
る
如
く
、
生
產
者
組
合
は
明
か
な
る
タ
敗
に
終 

り
化
る
が
、(Beatrice 

Potter 

(Mrs* 

S. 

W
e
b
b
)

•. 

T
h
e

 

Co-operative 

M
o
v
e
m
e
n
t

 

i
n
w
n
cf
Q
l
a
n
d
.

 

chap. 

く
0
同
列
も
遂
に
同
^
六
月
ニ
+
八
印
に
廢
刊
す
る
に 

:

至
、り
> 

*瞥
敎
»
會
主
義
考
も
し
て
.の
.彼
等

の

，剛

體

的 

»
會
述
動
は
此
處
に
そ
の
影
を
潜
む
る
：に
至
つ
^
ノ「 

(
H
u
g
h
e
s

..op. 

cit, 

p
‘
 4. 3

. 

Mrs. . Kingsley
.

••
•

0

0

——

. 

» 

• 

•• 

I 

.

.

.

.

.

.

.

.

o
i
t
, 

P
V
I
3
5
)

キ

ン

グ

ス

レ
1

は

H
h
e Christian 

S
o
c
i
a
l
i
s
t

の

終

列

に

p
a
r
s
o
n

 

L
o
t

の

最

後

の

言

葉

を 

與
-
へ
を
の
終

V
に

日
く
、「

T
h
e

 

p
r
o
p
e
r

 

i
m
p
u
l
s
e

 

h
a
s

 

cr
e
e
n .eiven, 

w
a
i
l
:
a

 

little 

l
o
n
g
e
r
.」

。

四
-
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.
第

十

六

猞

(

ー
四
九
ー〕

錄

基
督
.敎
社
會
主
義
者
S
し
.て
の
キ
ン
グ
メ
レ
ー
の 

社
會
见
他
を
見
る
に
、
彼
の

.社
會
主
義
的
思
想
：は
、
.
 

Alton Loc
ke(p

. 4
2
1
)

の
中
に
於
て
ょ
く
云
ひ
表
は
さ 

れ
.て
ゐ
る
如
く
，
社
會
の
缺
陷
を
救
濟
す
る
唯
一
の
方 

法
は
利
潤
を
資
本
家
に
搾
取
せ
ら
る
る
乙
ど
な
く
、
相 

S
に
働
き
て
«
#
を
肖
^
に
分
配
す
る
協
同
組
八
ロ
を
造 

り
て
人
々
を
$
督
の
名
の
下
に
悔
改
め
さ
し
、
仕
事
場 

を
！-

{場
で
は
な
ぐ
一
大
家
族
に
す
る
こ
ど
に
あ
つ
た
：*
 

さ
れV 」

彼
は
.協
會
ゃ
協E

勞
働
の
み
が
、.
唯

一.

の
手
擞 

V

は
.考
ベ
な
か
つ
た
？
國
民
敎
育
"
衛

生

事

業

’
、

住

宅
 

の
改
善
，
土
地
法
案
の
改
芷
勢
も
社
會
救
濟
の
方
法
ビ 

し
て
等
.問
視
は
じ
な
か
つ
た
‘の
.で
あ
る
。(

H
u
g
h

s: 

op. 

cit, 

p. 

2
1
)

彼

の

夢

想

せし
理
想
鄕
は
、「

神
の
御 

旨
に
.從
ひ
て
庙
由
*平
等
‘
愧

愛

を

地

上

に

實

現

ず

る

己 

ミ

に

あ

つ

た

。
卷
.狀

や

共

和

の

如

き

外

面

的

な

人

の

業 

を

以

て

せ

ず

、

爆

へ

忍

び

て

各

自

の

內

に

燃

え

る

‘が
如 

.

き
魂
を
以
て
及
に
依
ら
ず
、
十
字
架
に
ょ
^
'惱

め

，
る

勢

荪
督
教
社

^

主
義
者

w

し
て
の
キ
ン
ヂ
ス
レ
ー

 

m

i ;

號
 

一
二
七

p •



%
叶

范

r

(3
力

し

帝I

k

働
者
に
福
音
を
邊
え
る
こ
ど
で
あ
つ
た
。」

「

汝

等

の

魂
 

は

忍

ん

で

待

ち

望

め

议

、

主

'
の

來

り

給

ふ

は

間

近

に

あ
 

み

、

^

*し
て
主
は
來
t
せ
り
。V

V

ル
の
塔
の
倒
れ 

し

如

，
、
ヽ

页
に
恐
る
可
き
極
M
非
道
の
黄
兪
の
虐
政
も 

:
:遠
か
ら
ず
倒
る
可
し
。
.時
苹
：れ
ば
勞
働
は
，
H
Fi
l
の
：天
也 

に
解
放
さ
れ
、
全
地
は
主
の
眢
靆
を
以
て
充
さ
れ
、
吐 

界
は
)?
'£

聖
考
の
み
に
ょ 
>
 て
治
，め
ら
れ

ん
o

乙
の
1# 

ぞ
、
技
由
、
屯
等
、
»
愛
は
示
さ
れ
、
天
上
に
は
滎
光 

1
1に
あ
れ
、
地
に
は
平
安
、
1
.A
に
は
惠
め
れ
ど
、
萬
國 

R
は
永
久
に
讃
め
歌
ふ
の
で
あ
ふ」

ご
、

-®
言
者
の
她 

f
、
»
に
あ
り
て
叫
ん
だ
0
あ
つ
た
>

>
マ
0ロ
.'

1
1
0
0
1
^
_

P
-

 

4
3
3
〕

キ
ン
ク
ス
レ
ー
は
そ
の
當
時
旣
に

「

神
の
意
志
で

あ
 

.

"又
ぞ
の
，煳
物
で
あ
る
！

t

主
主
義

」

が
^

<

_釔
初
：め
世 

界
の
政
治
的
社
會
的
級
織
を
改
變
せ
ん
で
、
非
常
な
勢 

を
似
て
押
し
寄
せ
つ
つm

f

洞
察
し
た
の
：で
あ.

っ
た
。

(
A
l
t
o
n

 

L

l

f

p

'

t

s

)
「

K

主
主
義
は
、
敎
.

通

m
:姐

t
注
義

さ

し
x
の

キ.
ソ
グ
ス

n
叶

A

會

及

.び

國

家

の

新

要

素

で

あ

る

、

今

ゃ

そ

馨

縣

i

 

す

る

暇

も

な

い

程

、
W

し

迨

つ

た

間

題

.

5
0

な

つ

て

來

.た

、 

I

I

日

I

、

民

產

f

l

敎

化

ず

る

こ

ご

：
 

一

々

t

」

ビ

。

(

l

i

i
 
4

.
令

 

a

r

p

S

5
 

等

の

欲

す

る

眞

の

民

主

主

義

は

敎

會

や

女

王

を

度

外

' 1 

|
:

じ

て

は
："

存

在

の

理

曲

？

、

何

ほ

又

紳

士

社

#

も

其
 

一

存

ff
i

の

上

に

必

要

な

る

も

の

で

あ

る

」

，、
レ

、

#
は

考

て
 

た

。

(

！

• P
.

 

I
3

0
)

キ

ン

グ

ス

レ

ー

は

本

質

的

に

、
力 

1

ラ

ィ

V

の

霧

を

受

け

た

、

ょ

き

意

味

に

.於

け

I

:

 

族

主

義

者

で

あ

つ

た

。

地

.產

繁

貴

族

主

義

は

國

家

 

を

幸

福

に

す

る

急

で

f

、

地

秦

？

く

し

て

優
 

高

の

®

由

を

國

家

は

獲

得

す

る

こ

^

が

出

來

な

い

^

迄

. 

考

へ

た

る

程

、

彼

の

民

主

主

義

は

貴

族

主

義

的

で

あ

0

た

-

(
H
u
g
h
e
s

 

: 

o
p
*

 

c
i
t
,

 

P
.

 

2
4
)

甞
て「

自
分
は
革
命
家
で
は
な
い」

(Mrs. K
i
n
g
s
l
e
y
: 

o
p
. dt

、，
.
p
*
5
6
y

ど
表
明
し
た
彼
が
そ
の
一I

年
後
、
即 

i

一
 
八
四
八
年
の
初
®
に

c
r
§

b
o
u
3

 
h
u

.

<

0

3

に
於
け
る

c
h

a
rtist

足
の
會
合
の
席
上
に
於
て「

I  am

 

a  ch
u
rch

 
o
f En

g
lan

d
,  

and

 

a  
c
tr
art 
一
 St」

大
睛 >  )

宣
言
じ
t2
の
で
あ
る
。(

H
u
g
h
e
s

.o
o
p
. 

c
i
r
p
. 

1
9
)

好 

戰
的
な
血
を
受
け
れ
彼
ば
敵
に
對
じ
で
與
敢
に
挑
戰
し 

た
こ
..ビ
は
*
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
な
る
も
の
で
は
な 

C

、
反
っ
て
彼
の
敏
感
な
る
性
質
が
、
や
や
^
も
す
れ
ば
：
 

彼
を
し
て
か
く
大
膽
に
行
励
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。
 

(
i
b
i
d
,

 

p. 

2
4

)

さ
れ
ざ
彼
の
本
質
は
革
命
家
で
は
な
か 

つ
^
の
で
あ
る
。

モ
1
ジ
ス
ど
異
り
て
、
キ
ン
グ
ス

レ

1
は
詩
人
で
あ
つ
た
f
耳
固
に
觸
れ
る
悲
慘
な
る
物
語 

jn
i
:
:
會
：の
#
:惡

に
，接
し
，て
强
ぐ
感.じ
、
.感
情
の
■向
く
が
ま 

ま
に
、
宗
敎
的
熱
愛
に
«
れ

て

チ

，
民

衆

の

デ

へ

ど

出

：
で
べ 

セ

0
:で
あ
：つ
た
0
貴
族
ゆ
生
活
、
智
慣
に
多
く
の
馓
れ 

を
持
；つ
彼
は
ほ
己
の
周
圍
に
集
れ
る
民
：衆
の
內
に
全
く 

は
い
れ
き
れ
ざ
り
し
悲
哀
を
他
面
に
於
て
有
す
る
も
の 

で
あ
る
が
彼
の
xi
心
S
、

JE
義
の
心
ば
彼
の
身
命
を
附 

し
て
社
#

の
渦
卷
の
‘中
へ
S

身
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。 

.筇

十

六

卷(

一
四
を
5

双

邦

0
介

さ
わ
れ
靜
温
な
り
し
彼
の
後
年
を
堪
み
る
時
、
彼

B
身 

を
云
ひ

.し
が
如
く
、
キ
ン
グ
ス
レ
丨
は「

革
命
家
で
も
な 

C
じ

「

豫
言
者
及
び
豫
言
者
の
息
子
で
も
な
く」

、
洵
に
ぃ 

彼
は 

>「

羊
を
飽

.ふ
牧
羊

^
で
あ
つ
た」

の
だ
。(

i
b
a
.
, 

p
p
.  

2
5
-2

6
.)(

完
">

.

遠
藤
友
四
郞
著

!

.::

無

政

佛

共

產

主

義

の

根

本

tb
fp

.

, 

四
し
六

M
,
四
双
五
茛 

: 

:
ニ
咖
丑
十
錢
下
出
辑
码

：

■■
所
謂
危
險
思
想
の
內
で
：最
も
危
險
視
せ
ら
れ
る
程
度 

の
高
，い
も
の
は
»
政
府
*

;1
.

S

T

あ

ら

ぅ

。

明
治
太 

.

IE
時

代

を
a ：
じ
で
の
筆
禍
史
の
.M

な
部
分
は
故
ら
ぐ 

無
政
府
共
產
主
義
の.主
張
者
。
ょ
つ
て
占
め
ら
れ
で
る 

ざ
云
つ
て
.も
爱
支
な
.い
で
め
ら
ぅ
。.
今
囘
寄
if
を
受
け
；

筇

十

灘

ニ
土


